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お子さんの発達を支援する方々に向けて情報を発信しています

眠れない日や食欲が無い日がずっと続くなど、心身の健康を著し
く損なうほどの変化は大変ですが、人が成長・発達していくために
は変化が必要です。が、あまりにも大きな変化は対応困難となりパ
ニックまたは萎縮の状態になりやすく、社会参加を難しくしてしま
います。適切な予習が必要な自閉症スペクトラムの特徴のあるお子
さんにとって「周囲からの期待としての変化に応じられた」という
事実は、次に同じような変化に遭遇した時に、予習したことを使っ
て応じることが可能になり、社会参加の機会が増えるため、変化に
応じる機会は可能な限りあると良いと考えています。

真面目に一生懸命取り組み、達成を好む自閉症スペクトラム
の特徴のあるお子さんの場合、失敗はしたくありません。「と
りあえずやってみよう」「失敗しても大丈夫」「後から直せば
いい」「適当でいいから」等々の励ましは禁句です。やるから
には確実に成し遂げたいのです。このようなお子さんの場合に
は、達成をいち早く経験させること、手順を明確に示して達成
にまで導くことが大切です。反対に、手当たり次第に挑戦して
いくお子さんの場合、衝動性が強く危険を伴います。挑戦回数
に比べて達成が伴わないことも多いです。一つひとつの手順を
確実に踏んで達成していくことを教えていきたいものです。

大きく分けると「場所」「人」「活動」が挙げられます。新年度
はこれら全てが変わるため、とてつもない大きな変化となります。
特に、人の対応による変化は大きいです。が、幼児期に「物事に取
り組むレパートリー」「人に応じるレパートリー」が増えると、結
果的に社会参加が増え、場所や人・活動のレパートリーが増えてい
きます。これらのレパートリーを増やしていくためには、自閉症ス
ペクトラムの特徴に特化した材料や課題学習が必要です。達成に向
けて他者に助けてもらいながら褒められながら繰り返し取り組む経
験は、大きな財産となります。安定的な取り組みを土台に新しい変
化のある課題に取り組み、崩れたら一旦戻り、人に助けてもらいな
がらまた挑戦していく。この繰り返しが大切です。

新型コロナウィルスの感染拡大により影響を受けられた皆様には謹んでお見舞い申し上げます。一日
も早い事態の収束を心よりお祈り申し上げます。
新年度を迎え、新しい環境で生活を始めたお子さん達も多いことと思います。初めてのことばかりで毎
日ワクワクとドキドキの連続でしょうか．．．自閉症スペクトラムの特徴のあるお子さんの場合は特に「初
めてのこと」や「変化」が苦手と言われています。そこで今回は、「初めてのこと」や「変化」について皆さ
んと一緒に考えてみたいと思います。
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自閉症スペクトラムの特徴あるお子さんに何かを教える際に大事なポイントは「知っている」「わかっている」
ということと、それを「実行する」ということを分けて考えることです。「わかっているはずなのに」「言えばできる
のに」「何回も言っているのに」と言われているお子さんに共通しているのは、「自分で実行する」練習が不足
していることです。逆に言うと、具体的に何をすればいいのかが明確に示されていないことを意味しています。
実は、このことがお子さんの「初めてのことへの挑戦」を阻んでいる要因と言えます。必要なことは、お子さんに
期待している行動をいくつかの手順に分け、明確に示すことです。では、具体的に考えてみましょう。

同じ「着替えて」でも、朝の着替え、体操着の着替え、プールの着替え、お風呂の着替えなど色々あります。
肌着はそのまま脱がないで着替える場合、立ったまま着替えたり、くつを履いたまま着替える場合もありま
す。その時々の状況に応じた着替えを私たちは「着替え」と総称しているのです。
また、そこに置かれた服は、脱いだものなのかこれから着るものなのかをどうやって判断するのでしょう
か？服の前後はどうやって判断しているでしょうか？「ちゃんと」とは、具体的にどのような状態を示してお
り、ちゃんとたたんだと評価される状態にするにはどうすれば辿り着くのでしょうか？大人が無意識にやっ
ている行動の中に、伝わるポイントが実はたくさん潜んでいます。

「具体的な場面を想定し」「やって欲しい結果になるような手順を作り」「そのような結果になるように伝
わる手順書を作る」ことは、お子さんが「自分で実行する」練習をするスタートです！！
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今回は、4月から新１年生の皆さんの作品をご紹介します。
新しい環境の中でのさらなる成長を楽しみにしています！
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